
『かなひろい①（蜘蛛の糸）』 

芥川龍之介の作品を読みながら「あ・い・う・え・お」 

に○をつけましょう 

 

あるひのことでございます。おしゃかさまはごくらくのはす

いけのふちを、ひとりでぶらぶらおあるきになっていらっし

ゃいました。いけのなかにさいているはすのはなは、みんな

たまのようにまっしろで、そのまんなかにあるきんいろのず

いからは、なんともいえないよいにおいが、たえまなくあた

りへあふれております。ごくらくはちょうどあさなのでござ

いましょう。やがておしゃかさまはそのいけのふちにおたた

ずみになって、みずのおもてをおおっているはすのあいだか

ら、ふとしたのようすをごらんになりました。このごくらく

のはすいけのしたは、ちょうどじこくのそこにあたっており

ますから、すいしょうのようなみずをすきとおして、さんず

のかわやはりのやまのけしきが、ちょうどのぞきめがねをみ

るように、はっきりとみえるのでございます。 

 

京都市南区地域介護予防推進センター 

※かなひろい①の解答は、3/9 に発表します！ 
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